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横須賀火力発電所に関する住民意識調査結果 

2018 年 11 月 10 日 

❏調査期間：2018 年 9 月 21 日～26 日 

❏調査実施：国際環境 NGO グリーンピース・ジャパンが楽天インサイトに委託して実施。 

❏対象地域：横須賀火力発電所建設予定地周辺地域 

     （横須賀市、三浦郡葉山町、逗子市、横浜市金沢区） 

❏調査方法：対象地域在住の 1000 人を対象に 18～79 歳で 10 代刻みの男女の人口構成比

に合わせてオンラインで実施。 

❏調査結果要旨： 

 地球環境問題の中で最も脅威を感じることとして、地球温暖化が 65％と最も高かった。 

 地球温暖化に最も脅威を感じるとした人の理由は、環境影響では「異常気象や気象災害

の増加が心配」とする人が 77.2％と最も多く、社会的影響では「子どもや孫の世代の

社会環境への影響が心配」とする人が 43.8％と最も多かった。 

 石炭火力発電所が大気汚染の原因となることについて、「知っていた」と「だいたいは

知っていた」を合わせると全体の 65％を占め、「ほとんど知らなかった」「知らなかっ

た」を上回った。また、二酸化炭素の主要な排出源の一つであり、火力発電の中で最も

排出が大きいことについて、「知っていた」が 54.9％と「知らない」45.1％を上回った。 

 横須賀火力発電所の建設計画について、知らない人が 75.5%を占めた。 

 横須賀火力発電所の建設計画について「知っている」とした 245 人のうち、環境アセ

スメントが実施されていることを知っているとした人は約 7 割いたが、そのうち意見

を提出した人は 2％にとどまった。 

 横須賀火力発電所の建設計画に対しては、「強く反対」「どちらかといえば反対」とする

人を合わせると約 4 割となった。また、「情報が足りなくて答えられない」とした人も

約 4 割近くになった。 

 地球温暖化に対する政府の対策について、「十分な対策がとれていると思う」とした人

は 2.5％にとどまったが、「対策は足りていないが仕方ないと思う」24.7％、「対策とし

ては足りないのでもっとやるべきだと思う」63.6％と合わせ、対策は足りていないと感

じている人は全体の 9 割近くにのぼった。 

❏調査分析：  

 今回の調査から、気候変動に対しての危機感を持っている人が非常に多いことが明らか

になった。また石炭火力発電所の影響についても半数以上の人が認識していることが明ら

かになった。 

しかし、周辺地域で石炭火力発電所の建設計画が進んでいることを認識していた人は 4 分

の 1 程度にとどまり、周知が進んでいないことも明らかになった。また、石炭火力発電所の

建設に対して反対もしくは判断できない人が全体の 8 割にのぼる。このことからも、住民

が知らない間に、石炭は進めてほしくないという住民の気持ちに反して進められようとし

ている石炭火力発電所建設計画の問題が改めて浮き彫りになった。（気候ネットワーク）
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❏対象者 1,000 名の内訳 

性別：男性 630 人 女性 370 人 

在住地域：横須賀市 540 人 葉山町 40 人 逗子市 90 人 横浜市金沢区 330 人 

 

 

 

  

2.0 28.2 13.5 7.6 41.8 5.60.31.0

最終学歴 ※数字は％

中学校卒 高校卒 専門学校卒 短大・高専卒 大学卒 大学院卒 在学中 その他

32.1 9.9 2.1 4.7 2.8 4.2 12.1 1.0 13.7 15.7 1.5

職業 ※数字は％

会社員 公務員・団体職員
専門家（医師・弁護士・会計士など） 自営業
自由業（フリーランス） 契約社員・派遣社員
パート・アルバイト 家事手伝い
主婦・主夫 無職
その他

27.3 7.6
0.9

2.6
2.1

1.3

0.5

0.2 0.6 0.4

56.5

支持政党 ※数字は％

自由民主党 立憲民主党 国民民主党 公明党
日本共産党 日本維新の会 自由党 希望の党
社会民主党 日本のこころ 沖縄社会大衆党 支持する政党はない

男性

63%

女性

37%

性別

横須賀市

54%

三浦郡

葉山町

4%

逗子市

9%

横浜市

金沢区

33%

在住地域
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Q1. あなたが最も脅威を感じる地球環境問題は何ですか、一つ選んでください。 

 

Q1-1. 「地球温暖化に最も脅威を感じる」とお答えの方にお伺いします。それはなぜですか。

もっともあてはまるものを A 群、B 群からひとつずつ選んでください。 

＜A 群＞ 

＜B 群＞ 

 

 

7.5 77.2 3.7 8.3 2.5

0.3 0.5

海面の上昇が心配

異常気象や気象災害の増加が心配

生態系への影響（生息地喪失や、個体数の減少、絶滅など）が心配

影響が連鎖して歯止めがかからなくなることが心配

農作物への影響が心配

海産物への影響が心配

A群にあてはまるものはない

32.5 8.2 6.8 43.8 7.4 1.4

健康への影響が心配

国や地方の財政への影響が心配

戦争の脅威が増すことが心配

子どもや孫の世代の社会環境への影響が心配

飲水の安全性、その他衛生面への影響が心配

その他：

6.0 65.0 4.5 4.4 2.1
3.0

1.52.2
1.4

9.9

プラスチック汚染

地球温暖化

森林破壊

大気汚染

水質汚染（川や湖沼、飲料水など）

海洋汚染

過剰漁業

遺伝子組換えに作物による環境汚染

その他：

特にない
※数字は650人中の割合（％）

※数字は 650人中の割合（％）

※数字は 650 人中の割合（％）
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Q2. 窒素酸化物（NOx）や硫黄酸化物（SOx）、水銀の排出や PM2.5 の発生など、石炭火力

発電所が大気汚染の原因となることを知っていましたか。 

 
 

Q3. 窒素酸化物（NOx）や硫黄酸化物（SOx）、水銀、PM2.5 などによる大気汚染について、

あなたはどう思いますか。 

 

 

Q4. 石炭火力発電所は、地球温暖化の原因である二酸化炭素の主要な排出源のひとつでも

あります。火力発電の中でも石炭火力発電が最も多く二酸化炭素（単位あたり）を排出する

こと知っていますか。 

 

  

28.7 36.0 17.8 17.5

知っていた だいたいは知っていた ほとんど知らなかった 知らなかった

39.9 44.3 8.5 1.7 5.6

とても心配だ ある程度心配だ そんなに心配ではない 全く心配していない 意見はない

54.9 45.1

知っていた 知らなかった

※数字は％ 

※数字は％ 

※数字は％ 
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Q5. あなたの住む地域に新たに大規模な石炭火力発電所の建設が予定されています※。こ

のことをあなたはご存知でしたか。※横須賀火力発電所（仮）新 1 号機、新 2 号機建設予定

地：神奈川県横須賀市久里浜 9-2 事業者：東京電力と中部電力の合弁会社（株）JERA（東

京電力フュエル＆パワー株式会社からの引き継ぎ） 

 

 

Q5-1. その石炭火力発電所の建設が予定されていることを何からお知りになりましたか。

（いくつでも） 

 

 

Q5-2. あなたの住む地域に石炭火力発電所の建設が予定されていることを「知っていた」と

答えた方にお伺いします。石炭火力発電所を建設するとき、それが環境にどのような影響を

与えるかについて、あらかじめ事業者が調査・予測・評価を行い、その結果を公表し、住民

や、地方自治体などから意見を聴いて、環境の保全の観点からよりよい事業計画を作るため

の「環境アセスメント（環境影響評価）」という手続きがあります。前述の石炭火力発電所

について、あなたにあてはまるものを選んでください。  

 

 

24.5 75.5

知っていた 知らなかった

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

（行政や事業者から）直接説明を受けたから知っている

県や市の広報に載っていたから知っている

（行政や事業者以外の）人から聞いて知っている

報道で見た

その他の情報源

知ってはいるが情報源はおぼえていない

2.0 18.0 48.6 31.4

環境アセスメントが実施されていることを知っており、意見も提出した

環境アセスメントが実施されていることを知っており、アセスメントの文書を読んだこと

がある（意見は提出していない）
環境アセスメントが実施されていると知っていたが、具体的なことは知らなかった

環境アセスメントが実施されていること自体を知らなかった

※数字は％ 

※数字は 245 人中の割合（％）

※数字は 245 人中の割合（％） 
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Q6. 新たに建設が予定されている石炭火力発電所について、地域（近接自治体を含む）の住

民としてあなたはどう思いますか。あなたの気持ちに最も近いものを選んでください。  

 

 

Q7. お住まいの地域で、この先電力を供給するために、政策的な支援がえられたり、投資が

なされたりするとしたら、どの電力源がいいですか。（いくつでも） 

 
  

13.7 25.4 11.2 2.6 36.9 10.2

強く反対

どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成

とても賛成

情報が足りなくて答えられない

特に意見はない

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

％

※数字は％ 
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Q8. 世界気象機関による分析では、世界的に猛暑や豪雨は地球温暖化の結果増加しており、

長期的な地球温暖化による傾向と関係しているという見解が示されています。地球温暖化

に対する政府の対策について、あなたはどう感じていますか。 

 
 

Q9. 危険な気候変動を回避するために、政府や行政が省エネや持続可能な自然エネルギー

をもっと積極的に推進するべきだと思いますか。 

 

 

  

2.5 24.7 63.6 9.2

十分な対策が取れていると思う

対策としては足りないが仕方ないと思う

対策としては足りないのでもっとやるべきだと思う

あまり関心がない

51.4 33.4 3.91.8 9.5

ぜひ積極的に推進してほしい

どちらかといえば推進してほしい

どちらかといえば推進しなくていい

しないでほしい

特に意見はない

※数字は％ 

※数字は％ 
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❏クロス集計（一部）：地域別 

Q5 横須賀火力発電所の建設予定について 

 
 

・横須賀市の認知は他の地域の 3～4.5 倍も大きく、地元での認識が広まっていることがわ

かった。これは、横須賀石炭火力発電所建設について考える会などが、地域での駅前での周

知活動やチラシ配布、新聞折り込みなどをした結果だと考えられる。 

 

Q5-2 環境アセスメントの手続きについて（計画を知っていた 245 人の内訳）＊人数 

 

・横須賀市民も、他地域に比べて認識している人が多いものの、環境アセスメントに対して

具体的なことを知らない人や環境アセスメントが実施されていること自体を知らない人が

8 割以上を占めた。 

35.1

7.9

13.8

12.1

64.9

92.1

86.2

87.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

横須賀市

三浦郡葉山町

逗子市

横浜市金沢区

知っていた 知らなかった

2

1

2

28

5

11

97

2

4

16

62

1

3

11

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

横須賀市

三浦郡葉山町

逗子市

横浜市金沢区

環境アセスメントが実施されていることを知っており、意見も提出した

環境アセスメントが実施されていることを知っており、アセスメントの文書を読んだことが

ある（意見は提出していない）

環境アセスメントが実施されていると知っていたが、具体的なことは知らなかった

環境アセスメントが実施されていること自体を知らなかった


